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	機能:Src依存性チロシンリン酸化およびPDPK1の活性化と下流シグナル伝達を抑制します。Tyr-9、Tyr-373、およびTyr-376残基のチロシンリン酸化を阻害することにより、PDPK1キナーゼ活性をダウンレギュレーションします。腫瘍抑制因子として作用する可能性があります。細胞増殖を抑制し、さまざまな抗がん剤に対する感受性を高めます。,類似性:NPR2ファミリーに属します。,サブユニット:PDPK1と相互作用します。,組織特異性:骨格筋に最も多く存在し、次いで脳、肝臓、膵臓の順で、肺、腎臓、胎盤、心臓にも少量存在します。試験したほとんどの肺がん細胞株で発現しています。,機能:Src依存性チロシンリン酸化およびPDPK1の活性化と下流シグナル伝達を抑制します。 PDPK1キナーゼのチロシン9、373、376残基のチロシンリン酸化を阻害することで、PDPK1キナーゼ活性をダウンレギュレーションする。腫瘍抑制因子として作用する可能性がある。細胞増殖を抑制し、様々な抗がん剤に対する感受性を高める。,類似性：NPR2ファミリーに属する。,サブユニット：PDPK1と相互作用する。,組織特異性：骨格筋に最も多く存在し、次いで脳、肝臓、膵臓に多く、肺、腎臓、胎盤、心臓にも少量存在する。試験したほとんどの肺がん細胞株で発現している。,
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	NPRL2ポリクローナル抗体を用いたJurkat K562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

